
大牟田市立天領小学校

１ 本校のＥＳＤの特徴

本校では，学校教育目標「共に未来を築く，心豊かで，かしこく，たくましい子どもの育成」の

実現に向け，大きく二つの柱を立て，ＥＳＤを推進している。

， ， ， ，一つは 体育科の研究を長年続けてきたことをいかして 体育科 生活科・総合的な学習の時間

道徳等を中心に，人々・社会とかかわる課題解決的な活動を重視し 「オリンピック・パラリンピッ，

ク」を通したＥＳＤを展開している。

東京大学海洋アライアンス海洋教育促進研究センターとのもう一つは，大牟田市教育委員会と

昨年度より「天領小学校・みなと小学校・天の原小学校の３校海洋教育推進協定の締結を受け，

が連携した海洋教育」を通したＥＳＤを展開している。

２ ユネスコスクールとしての活動・全体計画

◇オリンピック・パラリンピックムーブメント推進を以下の点で展開する。

○オリンピック・パラリンピックの歴史や精神について学ぶ

○教科学習指導におけるオリンピック・パラリンピックを生かした教材で学ぶ

○競技者とのふれあいを通してその精神を学ぶ

そのために，総合的な学習の時間を中心に，体育科，道徳，特別活動との関連を図る全体計画を

策定している。

ま 洋教育の概念 の学習を段階的・組織的に展た，海 「海に親しみ，海を知り・海を守り・海を利用する」

開するために，３校の３～６年生が共通して取り組む年間活動計画を立案している。



３ 特徴的な活動事例

【４５６年生 体育 「トップアスリートと交流しよう 】」

【全学年 特別活動 ｢パラリンピアンと交流しよう｣】

1993年，世界陸上ドイツ・シュトゥットガルト大会4×100ｍリレ

ーに出場された小野原英樹選手を招聘し，４年生以上を対象に陸上

教室を開催した。体のウォーミングアップの仕方や走り方・バトン

パスの仕方などはもちろん，リレー競技をするにあたっての心構え

や， チーム力を高めるための意識の持ち方などについても指導して 【陸上教室の様子】

もらった。

また，2012ロンドン・パラリンピック大会で金メダルを獲得され

た浦田理恵選手を招聘して，困難なことがあっても自分にできるこ

とを探し，前向きにチャレンジすることの大切さ，そして相手を思

いやりながらプレーすることの大切さなどを教えていただいた。今

現在，浦田選手自身が，東京2020ゴールボール代表選手として決定

していないが，決定され次第，浦田選手を応援する取り組みを進め

ていこうと考えている。 【浦田選手との交流会】

【第３学年 有明海・見つけたよ海の生きもの！】

ネイチャーガイドの柿川先生を迎え，海の生きものや海と山のつ

ながりについて教えていただき，実際に干潟観察会で体験を通して

有明海のすばらしさを子どもたちに伝えていただいた。子どもたち

は，実際に触れ合った生き物たちや触れ合えなかった海の生き物に

対して「もっと知りたい」と学習課題を設定し，調べ学習を進めて

いった。そして，調べたことをもとに 「天領海祭り」を開催し，全 【干潟観察会の様子】，

校児童を対象に海の生き物について紹介した。

また，海祭りに来た子どもたちのアンケート結果から 「本物の，

生き物を紹介したい」という課題をもち，海の生き物を飼う活動を

通して愛着をもつとともに，図鑑だけではわからなかった環境との

つながりを実感することができた。みなと小学校の子どもを招いて

の交流会では，環境と関連付けて海の生き物を紹介することができ

た。

【合同海まつりの様子】

４ 本年度の成果と課題

○成果

・本物のアスリートとの出会いは，アスリートの生き様と自分たちの生き方を重ね合わせて考える

機会を与えてくれた 「自分の中に弱さはあるが，アスリートに負けないよう頑張りたい 」とい。 。

う考えに至った子も多く，笑顔で前向きに生活できる児童が増えている （オリ・パラ）。

・学習の課題設定を明確にしたことで，その後の追究や行動・発信の学習をスムーズに行うことが

できた。また，数多くのＧＴの方々と出会い，話をしていただくことで，新たな視点に気づき更

に学習を深めることができた （海洋教育）。

○課題

・海洋教育特例校になることで 「海の時間」として３年生以上が２５コマ実践することになる。各，

学年の学習内容と系統性・学習の構成等，他の２校と歩調を合わせながらも，天領小独自の海洋

教育の充実を図る必要性がある。


